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はじめに

　本稿の目的は、美術科教һにٻめられるファシリテーション

能力について考࡯し、美術学部教৬՝ఔにおける美術科教育法

の授ۀ構想につなげるところにある。平成 29 年、平成 30 年に

告示された中学ߍ・高等学ߍの学習ࢦಋ要領では、ओ体的・対

࿩的で深い学びにつながる授ۀがٻめられている。ྩ࿨ 3 年 1

月 26 日のจ部科学ল中央教育৹ٞձ「『ྩ࿨の日本型学ߍ教

育』の構ஙを目ࢦして～全ての子ڙたちの可能性をҾき出す、

個別最適な学びと、共同的な学びの実現～（౴申）」（以下「ྩ

࿨ 3 年౴申」と記す）では、教師にٻめられる資質能力として

「ファシリテーション能
（1）

力」がڍげられた。日本ファシリテー

ション協ձフΣローのງは、ओ体的・対࿩的で深い学びの授ۀ

を行うために「教師がファシリテーターの໾ׂを୲っていくこ

とが期଴されてい
（2）

る」とड़べる。

　ファシリテーション（facilitation）とは、「ʪ物・事ʫをやり

やすくする、༰қ［ԁ滑］にする、ଅ進する、ॿ長する」を意

味する動ࢺファシリテート（facilitate）の名ࢺ形であり、一般

的には個人もしくはグループの活動や対࿩を「ଅ進する・支援

する」ಇきかけをࢦす。この「ଅ進する・支援する」໾ׂを୲

う者は、ファシリテーター（facilitator）と呼ばれる。

　生ెのओ体的・対࿩的で深い学びを実現するには、その学び

を「ଅ進する・支援する」教師のಇきかけが必要である。「能

力」は「物事をなし得る力。はたら
（3）

き」を意味するݴ༿である

ことから、「ྩ࿨の日本型学ߍ教育」を୲う教師には、ओ体

的・対࿩的で深い学びにつながるଅ進・支援をなし得る力とし

てのファシリテーション能力をඋえることがٻめられていると

考えられる。

　この期଴に応えるためには、大学での教һཆ成ஈ֊において

も、ファシリテーション能力の基ૅをཆえるように授ۀ内༰の

検討・վળが必要となる。ච者は、2021 年度より多摩美術大

学教৬՝ఔ科目の美術科教育法を୲౰している。୲౰授ۀにつ

いて、ファシリテーション能力のཆ成を視野に入れた授ۀ構想

の提案と実ࢪが՝୊としてڍげられる。

　しかしながら、中学ߍ・高等学ߍの美術科教育において、美

術科教һにٻめられるファシリテーション能力とはいかなる能

力であるのか、その内実は明らかでない。そこで、教৬՝ఔ科

目の授ۀ構想に向けた基ૅ研究として本稿を位置付け、「美術

科教һにٻめられるファシリテーション能力とは何か」を初発

の໰୊関৺とし、考࡯する。

　ファシリテーションは今日、ࢢຽ参加型のまちづくりやビジ

ネス、教育学習など、様々な分野で応用されている。また、対

࿩やワークショップ、ձٞなどの様々な形態で応用されている。

「ファシリテーション」、「ファシリテーター」、「ファシリテー

ト」等のタイトルをܝげた論จや書੶も多くある。ࠃ内の学術

論จ探索サイト CiNii Research で「ファシリテーション」を
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My purpose in this paper is to consider the lfacilitation skillsz 
reRuired of art teachers in junior high and high schools and 
then to link the resulting pndings to lesson plans in the 
teacher-training curricula of university art departments. Un�
der the Japanese-style School Education in the Reiwa Era, a 
vision for education through the 2020s, teachers will be ex�
pected to help lmaximize each child`s learningz and possess 
facilitation skills as la companion who supports children`s in�
dependent learning.z Examining and improving course con�
tent in university teaching-training curricula will be needed 
to cultivate the foundation for building facilitation skills. In 
this paper, I take a broad look at previous studies on facilita�
tor and teacher training and identify lrelating to studentsz as 
one of the facilitation skills that art teachers must have. From 
there, I discuss the cultivation of lability to listenz and lability 
to respondz as basic skills for lrelating to studentsz by taking 
into account the circumstances of students enrolled in teach�
er-training curricula at art departments. I then use this dis�
cussion as a foundation for examining ways of incorporating 
the practice of lactive listeningz in the classroom with a mind 
to lfeeling the world students are e┼periencing from within.z
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使われたॠ間とड़べてもよ
（9）

い」とし、ファシリテーション能力

がެに教師にٻめられる時代になったとࢦఠする。工౻もまた、

「全ての子ڙたちの可能性をҾき出し、個別最適な学びと協ಇ

的な学びの実現を目ࢦすにあたり、『ファシリテーション能力』

が追記され
（10）

た」としてファシリテーション能力にண目している。

過ڈの資料をḪってみても、ච者が把握する限りファシリテー

ション能力というݴ༿は見౰たらない。「全ての子ڙたちの可

能性をҾき出す、個別最適な学びと、協ಇ的な学び」という学

すにあたって、ྩ࿨ࢦ教育の࢟を目ߍ 3 年౴申により、初めて

ެにファシリテーション能力が教師の資質能力としてٻめられ

るようになったのは確かである。

　さらにྩ࿨ 3 年౴申では、2020 年代を通じて実現すべき

「ྩ࿨の日本型学ߍ教育の࢟」における教৬һの࢟の一つとし

て、次の内༰が記されてい
（11）

る。

教師が技術の発ୡや新たなニーズなど学ߍ教育を取りרく

環境の変化を前向きに受け止め、教৬生֔を通じて探究৺

を持ちつつ自཯的かつ継続的に新しい知識・技能を学び続

け、子ڙ一人一人の学びを最大限にҾき出す教師としての

໾ׂを果たしている。その際、子ڙのओ体的な学びを支援

する൐૸者としての能力もඋえている。

　教師の໾ׂとして、「Ҿき出す」というݴ༿が使われている

点から、学びのओ体は生ెであるとわかる。また、教師がඋえ

る能力として「૸るڝ技者につきそって૸
（12）

る」者という意味で

の「൐૸者」というݴ༿が使われている。「൐૸者」というݴ

༿から、教師は生ెにつきそい、生ెとともに進める学習過ఔ

において学びをଅ進し、支援する教師の能力が想定されている

と考えられる。よって、「子ڙ一人一人の学びをҾき出す」た

めの「子ڙのओ体的な学びを支援する൐૸者としての能力」が、

教師にٻめられるファシリテーション能力をࢦしているとݴえ

る。

　また、ྩ࿨ 3 年౴申に加えて、จ部科学ল中央教育৹ٞձ

「ྩ࿨の日本型学ߍ教育」を୲う教һの在り方特別部ձ（第 3

回）・教һ໔ߋڐ新制小委һձ（第 4 回）合同ձٞ配布資料

「資料 1　学؅ߍ理৬を含む新しい時代の教৬һ集ஂの在り方

の基本的な考え方」では、ファシリテーションについて次のよ

うに説明されてい
（13）

る。

（参考）ファシリテーションについて

ファシリテーションとは集ஂが持つ知的相互作用をଅ進す

るಇき。人が本来もっていた力をҾき出し、相互にかけ合

わせることで૿෯し、集ஂの力を最大限に高めていく。

相互作用は、プラスにもマイナスにもಇく。プラス効果を

高めるようにଅしつつ、マイナス効果を཈え込んでいくこ

キーワードとして検索すると、論จで 1565 ݅、書੶で 214 ݅

にのぼ
（4）

る。

　中ଜは「ファシリテーションはさまざまな領域において発展

してきており、ファシリテーションというݴ༿が用いられるจ

຺も多様であ
（5）

る」とし、「領域や場によって、何をଅ進・支援

するのかという、ファシリテーションの目的が異なってい
（6）

る」

とड़べる。ファシリテーションが様々な分野・形態で応用され

ている状گと、中ଜのݴ༿から、ファシリテーションやファシ

リテーターの在り方は、多様であるのが現状と捉えられる。

　そこで本稿では、ٛ຿教育の՝ఔである中学ߍの学ߍ教育分

野における教師のファシリテーションにয点をߜる。特に美術

科の学習ࢦಋにおける、美術科教һのファシリテーション能力

について考࡯する。

1．ඒज़ՊڭһにٻめΒΕるϑΝシリςーションೳྗ

1��1ɹʮྩ࿨の೔ຊܕ学ڭߍҭʯͰٻめΒΕるࢣڭのϑΝシリ

ςーションೳྗ

　考࡯を進めるにあたり、ファシリテーション能力が教師の資

質能力としてٻめられるようになったܦҢと、具体的にどのよ

うな能力であるとެに示されているのかを確認しておきたい。

จ部科学ল中央教育৹ٞձの資料と先行研究を֓観する。

　ྩ࿨ 3 年౴申において、2020 年代を通じて実現を目ࢦす学

教育ߍす学ࢦとশされ、目「教育ߍ࿨の日本型学ྩ」教育はߍ

の࢟は「全ての子ڙたちの可能性をҾき出す、個別最適な学び

と、協ಇ的な学び」と定ٛづけられた。そして「GIGA スクー

ル構想により੔උされる ICT 環境の活用と、少人数によるき

めࡉかなࢦಋ体制の੔උを両輪として進め、個別最適な学びと

協ಇ的な学びによる『ྩ࿨の日本型学ߍ教育』を実現するため

の、教৬һのཆ成・採用・研म等の在り方」が今後ߋに検討を

要する事߲として੔理され
（7）

た。このྩ࿨ 3 年౴申において、教

師にٻめられる資質能力は次のように記されてい
（8）

る。

教師にٻめられる資質・能力は、これまでの౴申等（中央

教育৹ٞձ౴申「これからの学ߍ教育を୲う教һの資質能

力の向上について」（平成 27 年（2015）年 12 月 21 日）

等）においても܁りฦし提ݴされてきたところであり、例

えば、使໋感や੹任感、教育的Ѫ情、教科や教৬に関する

ઐ໳的知識、実ફ的ࢦಋ力、૯合的人間力、コミュニケー

ション能力、ファシリテーション能力などがڍげられてい

る。

　上記ྩ࿨ 3 年౴申において、ファシリテーション能力とは教

師にٻめられる資質能力の一つとして示されていると確認でき

る。このྩ࿨ 3 年౴申について、Ѩ部は「学ߍ教育に向けたจ

科লのจষの中で初めて『ファシリテーション』というݴ༿が
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間でのձٞや協ٞといった場面でのԁ滑なコミュニケーション

や人同士の相互作用をଅすようなファシリテーション能力がٻ

められている。学؅ߍ理৬にٻめられるファシリテーション能

力については、先ड़した資料「（参考）ファシリテーションに

ついて」で記される「ᶅ教師同士の相互作用」で「知的相互作

用をଅ進する」能力であると確認できる。

　ここまで、จ部科学ল中央教育৹ٞձの資料と先行研究とを

֓観し、ファシリテーション能力が教師にٻめられる資質能力

の一つとして示されたܦҢと、ެに示されるその能力の説明内

༰を確認した。ྩ࿨ 3 年౴申以߱「ྩ࿨の日本型学ߍ教育」で

、められるようになった教師のファシリテーション能力とはٻ

「子ڙのओ体的な学びを支援する൐૸者としての能力」である。

さらにݴえば、「子ڙ一人一人の学びをҾき出す」ために「集

ஂが持つ知的相互作用をଅ進する」ような、「子ڙのओ体的な

学びを支援する൐૸者としての能力」である。学習ࢦಋにおい

ては、「ᶃ子ڙと子ڙの相互作用」と「ᶄ子ڙと教師の相互作

用」のなかで「知的相互作用をଅ進する」能力として位置付け

られていると確認できた。

　ところで、先の資料「（参考）ファシリテーションについて」

では、「学ߍという場で舵取りする相互作用」というݴ༿があ

った。この「舵取り」というのは、教師の思い通りに生ెの学

びをコントロールするଅ進・支援という意味ではない。そのࠜ

として、「ファシリテーションとは集ஂが持つ知的相互作用ڌ

をଅ進するಇき」であると記されている点がڍげられる。あく

まで教師は知的相互作用をଅ進するのであって、教師が生ెに

対して一方的に知的作用を༩えるのではない。

　また、ファシリテーションによる学びのଅ進・支援の性質も

げられる。ファシリテーションによる学びのଅ進・支援の性ڍ

質については「教育ファシリテーションઐ߈」という教育に特

化したファシリテーションの研究科を有するೆ山大学の著書が

参考になる。

　ೆ山大学人จ学部৺理学科؂मの著書『ファシリテーター・

トレーニング　第 2 版』において、੕野はファシリテーション

とは個人あるいはグループを対৅として「広い意味でのʠ学

習ʡを援ॿଅ進するこ
（15）

と」であるとड़べる。また、੕野によれ

ば、ファシリテーターはプロセスに関わっていく人であり、

「ファシリテーターの໾ׂはその人やグループのؾづきをଅ進

するこ
（16）

と」だが「あくまで、ؾづくのは自身であって、ファシ

リテーターがؾづかせるのではな
（17）

い」とड़べる。

　੕野のݴ༿を受けてड़べるならば、教師がファシリテーター

の໾ׂを୲うとき、生ె自身が「ؾづき」を得られるように知

的相互作用をଅ進する必要がある。生ెがあらかじめܾまった

ਖ਼解に「ؾづく」ように教師がコントロールするのではなく、

生ె自身が相互作用のなかで自ら「ؾづく」学びをଅ進するの

である。すなわち「舵取り」というのは、生ె同士や生ెと教

とが、ファシリテーターの໾ׂ。

学ߍという場で舵取りする相互作用：

ᶃ子ڙと子ڙの相互作用

ᶄ子ڙと教師の相互作用

ʜ授ۀはまさに子ڙと教師の協ಇ作ۀでできあがる。

ᶅ教師同士の相互作用

ʜ学ߍは大人の「学び合い」の場。ݤとなるのが「この場

で୭が何をݴっても受け入れてくれる」という感覚をみん

なで共有しているç「৺理的҆全性」。

ʜීஈのコミュニケーションがポイント。特にリーダーや

ベテランが率先して取り組むことが大切。

　上記資料は、ງの「ファシリテーション֓論」（ஜ波大学ෟ

ଐ小学ߍ　一般社ஂ法人初等教育研究ձ『教育研究』ྩ࿨ 3 年

6 月号収録）を基に記されている。この資料においても、「人

が本来もっていた力をҾき出し」と記されている。また、「集

ஂが持つ知的相互作用をଅ進するಇき」がファシリテーション

であると説明している。

　上記資料「（参考）ファシリテーションについて」での説明

と「ྩ࿨の日本型学ߍ教育の࢟」における教৬һの࢟について

の記ड़内༰とをরらし合わせると、教師のファシリテーション

能力は、「子ڙ一人一人の学びをҾき出す」ために「集ஂが持

つ知的相互作用をଅ進する」ような「子ڙのओ体的な学びを支

援する൐૸者としての能力」として示されていると確認できる。

　さらに、上記資料「（参考）ファシリテーションについて」

での説明から、本稿に関わる学習ࢦಋでの教師のファシリテー

ション能力は、「ᶃ子ڙと子ڙの相互作用」と「ᶄ子ڙと教師

の相互作用」で必要となる能力であるとಡみ取れる。そのࠜڌ

として、ᶃとᶄの相互作用については「授ۀはまさに子ڙと教

師の協ಇ作ۀでできあがる」という記ड़がڍげられる。この記

ड़から、ᶃとᶄは学習ࢦಋの場面が想定されているとわかる。

よって、学習ࢦಋでٻめられる教師のファシリテーション能力

は、ᶃとᶄの相互作用で必要となる能力であると確認できる。

　一方、จ部科学ল中央教育৹ٞձの資料からは、ファシリテ

ーション能力が特に学؅ߍ理৬にٻめられている側面があると

ಡみ取れる。จ部科学ল中央教育৹ٞձ「ྩ࿨の日本型学ߍ教

育」を୲う教һの在り方特別部ձ（第 3 回）・教һ໔ߋڐ新制

小委һձ（第 4 回）合同ձٞ配布資料」「資料 1　学؅ߍ理৬

を含む新しい時代の教৬һ集ஂの在り方の基本的な考え方」に

おいて、「ߍ内จ化のৢ成にあたっては、学؅ߍ理৬やミドル

リーダーを中৺に、人と人の৫り成す相互作用を、プラスの方

向に向かってଅしていくファシリテーション能力がٻめられる

とݴえるのではない
（14）

か」と記されているからである。特に学ߍ

؅理৬に対して、教৬һ同士や、学ߍ・Ոఉ・஍域等の関係者
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年）にて、多様なファシリテーションを࢛つの領域に分類し説

明している。また、ファシリテーションの三つの原ଇを説明し

ている。これにґڌし、学習ࢦಋにおけるファシリテーション

の領域と原ଇを確認する。

　まず、今日にࢸるまでのファシリテーションの発展のྲྀれに

ついて、ງは次のように説明してい
（20）

る。

今日的な意味合いでファシリテーションが஫目をཋびるよ

うになったのは 1940 年代だ。社ձ৺理学者クルト・レヴ

ィンらのグループ・ダイナミクス（集ஂ力学）研究の中で

重要性がࢦఠされた。その知見を下ෑきにして、エンカウ

ンターグループと呼ばれる、グループ体験によって学習を

ଅす技法が 1960 年代にアメリカで考案された。そのとき、

メンバーやグループが成長するためにಇきかける人をファ

シリテーターと名付けた。このྲྀれは、教育学習や組৫開

発分野のファシリテーションとして現在まで続いており、

さまざまな分野΁と展開していった。

　次に、上記のྲྀれを踏まえて、ງはさまざまな分野΁発展し

たファシリテーションを「人間系（教育学習型）」、「社ձ系

（合意形成型）」、「組৫系（໰୊解ܾ型）」、「複合系（変ֵ型）」

の࢛つの領域に分類し、各領域について次のように説明して

い
（21）

る。

　一つ目の「人間系（教育学習型）」は、人の学びや成長に関

わるファシリテーションである。学ߍ教育や社ձ（生֔）教育

で活用することから、ງは「教育学習型」とも呼ぶ。「最終的

には、自分はどうありたいのか、という৺理的な໰୊を扱うこ

とになり、内লと対࿩を通じたओ体的な学習をଅ進」し、「芸

術やԋܶなど自己表現の分野での応用もこのൣᙝに入る」とし

てい
（22）

る。

　ೋつ目の「社ձ系（合意形成型）」は、஍域や社ձの໰୊を

扱うファシリテーションである。Ձ値やライフスタイルが違う

人ୡの中でコンセンサスをஙくことから、ງは「合意形成型」

とも呼
（23）

ぶ。

　三つ目の、「組৫系（໰୊解ܾ型）」とは、組৫が๊える໰୊

の解ܾを目ࢦしたファシリテーションである。「Ӧར・非Ӧར

を໰わず、組৫に関わる࿩であれば全て適用できる」ものであ

り、「損か得かというޭར的な໰୊をओに扱い、目にみえる成

果や合理性が໰われる、໰୊解ܾ型のファシリテーション」で

あ
（24）

る。

　以上三つの領域に対して、ງは「これら三つは明確に۠別で

きるわけではない」とし、࢛つ目の「複合系（変ֵ型）」につ

いて説明している。「複合系（変ֵ型）」とは、「人・組৫・社

ձの໰୊は複雑にབྷみ合っており、すべて同時に取り扱い、大

きな変ֵやイノベーションをרき起こす」ファシリテーション

師の相互作用において生ెの学びを「Ҿき出し」、「相互に掛け

合わせ」るಇきかけであり、そのなかで生ెの「ؾづき」をଅ

進・支援する性質がある。この学びのଅ進・支援の性質をඋえ

た「子ڙのओ体的な学びを支援する൐૸者としての能力」が、

学習ࢦಋでٻめられる教師のファシリテーション能力である。

　౰વながら、教師は授ۀの目標やねらいをもって教ࡐ（美術

科においては୊ࡐ）を設定し、授ۀを進行し、生ెのࢦಋ・支

援、学習ධՁを行う。生ెが自らؾづくのを଴っているだけで

は୊ࡐ設定もままならず、授ۀのねらいや目標もᐆດになり、

授ۀは進行しない。例えば美術科の授ۀで考えた場合、表現の

学習ࢦಋで必要な用具や画ࡐ、ૉࡐ等の扱い方などの基ૅ的知

識を生ెに఻えられていなければ、生ెの表現の෯をڱめるڪ

れがある。もしくは、「自由に表現すればよい」といった์任

ओٛにؕるڪれもある。ਕ物類や機械等、ݥةな用具等も扱う

場合があるため、教師から生ె΁の学びに必要な知識・技能の

説明といった教授は学習ࢦಋとして重要である。学習ࢦಋにお

ける教師のファシリテーション能力は、生ెの学びをଅ進・支

援する教師の資質能力の一部である点はཹ意しておく必要があ

る。

　ྩ࿨ 4 年౴申においても、「子ڙ一人一人の学びを最大限に

Ҿき出す໾ׂを果たし、子ڙのओ体的な学びを支援する൐૸者

としての能力もඋえている教師が、一人でも多く教ஂに立つこ

とを期଴す
（18）

る」とされ、「൐૸者」というݴ༿がྩ࿨ 3 年౴申

にҾき続き記されている。さらに、「ひいては時代や社ձの変

化に対応しつつ、୭一人取り残されず、୭もが自分らしさを大

切にしながら学ぶことができ、一人一人の可能性が最大限にҾ

き出される教育を実現することを期す
（19）

る」とも記されている。

　このように、ྩ࿨ 3 年౴申からҾき続き生ె個々の可能性を

最大限にҾき出す「൐૸者」としての能力をඋえることが、教

師に期଴されている。教師のファシリテーション能力は、今後

もٻめられているとݴえよう。

1��2ɹϑΝシリςーションのྖҬͱݪଇ

　第 1 ষ第 1 અを通して、教師にٻめられるファシリテーショ

ン能力は、「子ڙのओ体的な学びを支援する൐૸者としての能

力」としてެに示されていると確認した。しかしながら本稿の

「はじめに」でもड़べたように、ファシリテーションの在り方

は多様である。そこで多様なファシリテーションの在り方を֓

観するとともに、美術科の学習ࢦಋにおけるファシリテーショ

ンの領域と原ଇについて確認する。この確認を行う上では、จ

部科学ল中央教育৹ٞձの資料でҾ用されていたことを踏まえ

て、ງのจݙを参考にする。

　ງは、『ファシリテーション入໳ʪ第 2 版ʫ』（日ܦจݿ、

2018 年）と、『授ۀづくりネットワーク No. 44（通ר 352 号）

教室の中の多様性とファシリテーション』（学事出版、2023



美術学部における美術科教һཆ成　原美129　ބ

ンプットしたり、テーマに関わるܦ験を積んでもらったり」と

いったファシリテーターではなくティーνャーの໾ׂもྟ機応

変に切りସえる必要性についてງはड़べている。またプロセス

に関しても、学習の場面では「考え方や関わり方の成長を見る

ように」しなければならず、「コンテンπとプロセスの両面を

うまく使い分けることが実ફの現場ではٻめられる」点はཹ意

すべきであ
（32）

る。

　三つ目の原ଇは、「人と人の相互作用を最大限に活用するこ

と」であ
（33）

る。ງは人と人との相互作用について、「個人の思考、

感情、行動、関係などが相互に影ڹし合い、॥環的な共ৼ現৅

が起こ
（34）

る」としている。この「人と人との相互作用」にಇきか

けるのが、ファシリテーターの໾ׂである。

　ງの示す三つの原ଇは、ファシリテーターの立ちৼる෣いや

৺構えとも捉えられる。すなわちこの三つの原ଇが、教師によ

る学びのଅ進・支援をファシリテーションとして成立させる

ʪファシリテーターの三原ଇʫとݴえよう。

　ここまでງのจݙにґڌし、ファシリテーションの領域と原

ଇを確認した。美術科教育における学習ࢦಋのファシリテーシ

ョンは、ओに「人間系（教育学習型）」のファシリテーション

の領域にある。また、ງが示すファシリテーションの三つの原

ଇは、ʪファシリテーターの三原ଇʫであるとも捉えられる。

この三原ଇをもって、ै来の学習ࢦಋとは異なるファシリテー

ションとしての学びのଅ進・支援となり得る。すなわち、学習

ಋにおける教師のファシリテーション能力は、この三原ଇにࢦ

ଇした能力であると確認できる。

　ところで、ここまで確認した学習ࢦಋにおけるファシリテー

ションの領域と原ଇは、美術科の学習ࢦಋに限ったものではな

い。以上の内༰を踏まえて、次અでは学習ࢦಋで美術科教һに

。を進める࡯められるファシリテーション能力について考ٻ

1��3ɹඒज़Պڭһのʪੜెͱのؔわりํʫ

　美術科教һにٻめられるファシリテーション能力について考

ಋ要領ࢦ学習ߍ美術科の֓要を「中学ߍするにあたり、中学࡯

（平成 29 年告示）解説　美術
（35）

編」に基づいて以下に記す。

　平成 29 年告示の中学ߍ学習ࢦಋ要領では、教科の目標と、

各学年の目標・内༰・内༰の取扱い、ࢦಋܭ画の作成と内༰の

取扱いが示されている。教科ٴび各学年の目標はᾇ知識ٴび技

能、ᾈ思考力、判断力、表現力等、ᾉ学びに向かう力、人間性

等の三つのபで੔理されている。教科の目標は次の通りであ
（36）

る。

表現ٴび鑑賞の෯広い活動を通して、造形的な見方・考え

方をಇかせ、生活や社ձの中の美術や美術จ化と๛かに関

わる資質・能力を次のとおり育成することを目ࢦす。

（1）対৅や事৅を捉える造形的な視点について理解すると

ともに、表現方法を૑意工夫し、૑造的に表すことがで

であ
（25）

る。

　ງは࢛つの領域について「あくまでศٓ的に੔理しただけで、

実際には各分野がࠞじり合っていることが多い」とし、「ファ

シリテーションの応用分野」として著書で示す図表においても、

࢛領域が部分的に重なり合う図を示してい
（26）

る。

　「各分野がࠞじり合っている」というファシリテーションの

在り方は、จ部科学ল中央教育৹ٞձの資料「横断的な要ૉで

ある『ファシリテーション』のイメー
（27）

ジ」にも共通している。

この資料においては、「ファシリテーション能力が特に発شさ

れるओな場面」として「教師同士の相互作用」「教師と子ڙの

相互作用」「子ڙ同士の相互作用」、の三つが示されており、こ

の三つを点線でғう図が用いられている。ファシリテーション

は、学ߍ教育においても「横断的な要ૉ」として教師同士、教

師と子ڙ、子ڙ同士の相互作用で応用し得ると捉えられている。

　またࠤ内は、ງの示す࢛つの領域をもとに、教育に関するフ

ァシリテーションの書੶を分類し、考࡯してい
（28）

る。ࠤ内による

書੶の分類と考࡯は、学ߍ教育においてງの示す࢛つの領域が

さまざまな場面で横断的に応用できるファシリテーションであ

ることを示ࠦする。

　ここまで、ງのจݙにґڌし、ファシリテーションの࢛つの

領域を֓観した。ࠤ内の考࡯も踏まえると、ファシリテーショ

ンは学ߍ現場においても࢛つの領域で応用し得る横断的な要ૉ

であると確認できる。その上で、あらためてງの示す࢛つの領

域をみると、美術科の学習ࢦಋにおけるファシリテーションは

ओに「人間系（教育学習型）」の領域にあると確認できる。

　しかしながら、いかにすれば教師のଅ進・支援がै来の学習

。ಋとは異なるファシリテーションとなり得るのであろうかࢦ

この໰いについて、ງの示すファシリテーションの原ଇをあわ

せて確認しておきたい。ງは、様々なファシリテーションのな

かでも、全てに共通の特徴としてある三つの原ଇがあるとし、

次のように説明してい
（29）

る。

　一つ目の原ଇは「ファシリテーションされる人がओ໾であり、

ファシリテーションする人は࿬໾でなければならない」であ
（30）

る。

学ߍ現場でいえば、生ెがओ໾で、先生が࿬໾であることを意

味する。

　ೋつ目の原ଇは「ファシリテーターはコンテンπを相手に委

ねてプロセスを舵取りすること」であ
（31）

る。コンテンπとは、実

りある対࿩をするための「意見、情報、ܦ験、思いなどの、࿩

し合いのࡐ料となるコンテンπ（内༰、中身）」であり、生ె

に委ねられる学習の内༰に関わる側面である。プロセスとは

「進行、論点、関係、感情」といった学習の過ఔに関わる側面

をࢦす。教師が受け持つのはプロセスであり、「プロセスでリ

ーダーシップを発شするのがファシリテーターの大きな特徴」

である。ただし、対࿩を深めるためには生ెたちがもつ「コン

テンπ」がे分になければならない。「最低限必要な知識をイ
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を基に生ెが発想し構想を࿅る。ओ୊や、発想・構想の内༰に

ਖ਼解はなく、考えて判断・ܾ断し実行するのは生ెである。ま

た鑑賞も、生ెの「見方や感じ方を広め、深める」学習である。

Ώえに、ओ໾である生ెのओ体的な表現ٴび鑑賞なくして美術

科の学習は成立しない。

は、美術科について「様々な教科の学びの中で、ਖ਼解と౻ࠤ　

いったものがなく、最終的なܾ断を学習者自身に任せるものは、

実際はكであ
（39）

る」とし、「『自分で考え、自分でܾめて、自分で

やる』という資質・能力の育成こそが、美術科の表現活動を通

して学ぶ最も重要なこと、いや、『すべて』であるとすらݴっ

てもよ
（40）

い」とड़べる。ࠤ౻が「すべて」とݴうほどに、特に美

術科は生ెのओ໾としての立場、そしてओ体的な学習が要であ

るとݴってよいだろう。

　それΏえ、美術科教һは生ె自らがओ୊を生み出し、๛かに

発想し構想を࿅られるよう、生ెの学びをଅ進・支援する࿬໾

となるのは必વである。ʪファシリテーターの三原ଇʫのうち

一つ目の原ଇは、「ファシリテーションされる人がओ໾であり、

ファシリテーションする人は࿬໾でなければならない」であっ

た。美術科教һは教科の性֨上、࿬໾としてのファシリテータ

ーの໾ׂを୲うべき立場にある。

　ೋつ目の原ଇ「ファシリテーターはコンテンπを相手に委ね

てプロセスを舵取りすること」についても、既に美術科教һは

その໾ׂを୲っている。先ड़したように、表現の学習では、教

師が設定した୊ࡐにおいて生ెが「ओ୊を生み出し๛かに発想

し構想を࿅ったり」する。「ओ୊」は、生ె自身が「ڧく表し

たい」という生ెの「意見、情報」である。また、生ె自身の

などを想起しながらなされる側面もある。既習「験、思いܦ」

内༰での「ܦ験、思い」も踏まえて、描画ࡐやૉࡐ、用具等を

૑意工夫して発想、構想し表現活動が行われる。「意見、情報、

験、思い」というのは、ງの示す「コンテンπ（内༰、中ܦ

身）」にあたる。すなわち美術科は、「コンテンπを相手に委ね

る」ことに学習のओ軸があるとݴえる。

　表現の過ఔについて、ླ໦は「対৅の観࡯や表現に向かう思

考と、内なる自己に向かう自己内対࿩（内ݴによる自己΁の໰

いかけ）が܁りฦされ
（41）

る」とड़べる。また、「表現活動は、対

৅を描ࣸするだけの一方向だけでなく、自己内対࿩による内に

向かう方向のೋつが༥合して進むものであ
（42）

る」とड़べる。ླ໦

にґڌし、美術科の表現の学習を例にڍげてड़べるならば、表

現活動の過ఔにおいて、生ెは描く活動・つくる活動をしなが

ら、その過ఔで「ࢲは何（ओ୊）を表現するのか、したいのか、

できるのか」「ࢲは何（ૉࡐや用具等）で、どのように表現す

るのか、したいのか、できるのか」と、常に自己内対࿩を܁り

ฦしてओ୊を生み出し、発想・構想しながら表現する学習を進

めている。

　鑑賞活動も同様に、生ెは自己内対࿩を܁りฦしている。な

きるようにする。

（2）造形的なよさや美しさ、表現の意図と工夫、美術のಇ

きなどについて考え、ओ୊を生み出し๛かに発想し構想

を࿅ったり、美術や美術จ化に対する見方や感じ方を深

めたりすることができるようにする。

（3）美術の૑造活動のتびを味わい、美術をѪ޷する৺情

を育み、感性を๛かにし、৺๛かな生活を૑造していく

態度をཆい、๛かな情操をഓう。

　中学ߍ美術科の学習ࢦಋは、中学ߍ学習ࢦಋ要領を基として、

学ߍや生ె、஍域の実態、ධՁや、༧ࢉ、設උなど、様々な要

ૉを踏まえて行う。中学ߍ学習ࢦಋ要領において、美術科の内

༰は「A　表現」、「B　鑑賞」、〔共通事߲〕が定められている。

　「A　表現」では、「ᾇ発想や構想に関する資質・能力」を

「ア　ֆやூࠁなどに表現する活動」、「イ　デザインや工芸な

どに表現する活動」を通して育成し、同時に表現の活動を通し

て「ᾈ技能に関する資質・能力」を育成することとされる。

「B　鑑賞」では、「ア　美術作品などの見方や感じ方を広め、

深める鑑賞」と「イ　生活や社ձの中の美術のಇきや美術จ化

についての見方や感じ方を広め、深める活動」が定められてい

る。

　〔共通事߲〕は、大きく分けて「形や色ࡐ、࠼料、ޫなどの

性質に関すること」と、「イメージや作෩に関すること」を

「A　表現」ٴび「B　鑑賞」を通して身につけられるようࢦಋ

することが定められている。〔共通事߲〕は表現や鑑賞の活動

を通して生ెが実感的に身につける美術科特有の「知識」とし

て位置付けられている。

　中学ߍ第 1 学年では「造形表現能力を෯広く身につけ、知

識・技能の基ૅの定ணを図る」ように、そして第 2 学年ٴび第

3 学年では「第 1 学年で習得した知識・技能を活用し、より૑

造的で深い表現を目ࢦす」ように各学年の目標、内༰、ࢦಋܭ

画の作成と内༰の取り扱いが記されてい
（37）

る。

　以上、中学ߍ美術科における学習目標ٴび内༰について֓要

を記した。この֓要を踏まえて、先ड़したʪファシリテーター

の三原ଇʫの観点から、学習ࢦಋにおける美術科教һの໾ׂを

考えると、美術科教һは必વ的にファシリテーターの໾ׂを୲

う立場にあるとわかる。

　美術科の学習ࢦಋ内༰は表現と鑑賞である。表現と鑑賞をす

るのは生ెであるため、ओ໾は生ెである。例えば表現の学習

において美術科教һが設定した୊ࡐで生ెが作品等をつくると

しても、୊ࡐに対して「ओ୊を生み出し๛かに発想し構想を࿅

ったりする」のは生ెである。ओ୊とは、「生ె自らが感じ取

ったことや考えたこと、目的や৚݅などを基に『自分は何を表

したいのか、何をつくりたいのか、どういう思いで表現しよう

としているのか』など、ڧく表したいこ
（38）

と」である。このओ୊



美術学部における美術科教һཆ成　原美131　ބ

か、協ಇ的な活動の中で対࿩的な学びの過ఔが成立しているの

か検ূし、վળしていく必要があ
（47）

る」とड़べる。

　では、大ڮのݴ༿にある「ਅにओ体的な」学習とするために、

そして「共同的な活動の中で対࿩的な学びを成立させる」ため

に、美術科教һにٻめられるファシリテーション能力とは何か。

その能力の一つとして、生ెの内側にある思いや考えなどにد

りఴい、関わるような、美術科教һ特有のʪ生ెとの関わり

方ʫがあるとਪ࡯される。

　このਪ࡯にࢸったܦҢには、実際に学ߍ現場でۈめる図画工

作科、中学ߍ・高等学ߍ美術科教һのݴ༿がある。具体的には、

ླ໦३子編著『美術科教育の理論とࢦಋ法』（2021 年、日本จ

教出版）「第 5 ষ　授ۀの実際　第 2 અ　図画工作・美術科教

育の授ۀづくりの工夫」に記ࡌされている図画工作科、中学

。美術科教һによる以下のจষがあるߍ高等学・ߍ

　౦ژ౎൘۠ڮ立൘ڮ第ീ小学ߍの三Ӝは、「ࣇಐが『できた』

をより実感しやすいようຖ時間必ず一人一度はশࢍの੠掛けを

行うことを৺掛けている」とし、「『この色はどうやってつくっ

たのʁ』『きれいな色だね』など、ささいなことでもࣇಐと作

品について࿩し合う」とड़べ
（48）

る。

　ಢ໦ݝӉ౎ࢢٶ立ཅ౦中学ߍのҴ川は、「クラスに一人は、

制作中に固まっている生ె」がおり、そのような生ెには࿩を

ฉいてみるという。すると、「失ഊをڪれて制作できなかった

り、׬成イメージが༙いていなかったり、事情があって集中で

きていなかったりと、理由は様々」であり、これに対して「確

実にいえることは、どんな生ెでもૉ晴らしいアイデアや個性

を৺のԞにൿめている」とし、「それを踏まえて、コミュニケ

ーションを図っていく」という。さらには「その生ెは何が޷

きで、何がݏいで、どうしたいのか。ຖ時間生ెと相ஊし、で

きることを少しずつ進めていき、生ెなりの解ܾ策を一ॹに模

索する」とड़べ
（49）

る。

　三ӜとҴ川は、表現の学習においてࣇಐ生ెと積極的に関わ

っている。特にࣇಐ生ెの学びをଅ進・支援する上では、ݴ༿

を介して生ెの内側にある考えやؾ持ちに関わっている。

　ਆಸ川ݝ大࿨ࢢ立ೆྛ間中学ߍの౦原は、「制作中の੠掛け

を行っているが生ెの数だけでなく、その状گに応じて支援・

ಋの仕方も変わってくるので、教һもそれに応じた方法を考ࢦ

えていく必要がある」とड़べ
（50）

る。౦原は、生ె個々の状گに応

じて生ెと関わろうとする教師の思考とಇきかけの必要性を示

ࠦしている。

　ਆಸ川ݝҏ੎原ࢢ立中୔中学ߍのӊ୩は、「生ెが自分のや

りたいことをܾめて制作するには、最初に発想が必要だ」とし、

験のҾき出しを開くことで生まܦは、発想とは生ెがもつࢲ」

れてくるものだと思っている」とड़べ
（51）

る。さらには「そのҾき

出しを開けるには制作を楽しいと思うこと、表現したいと思う

意ཉが大切になる」とし、「そのために授ۀ者ができることは、

ͥなら、鑑賞活動においては生ెが作品等に対して自分の見

方・考え方をಇかせるからである。美術科の表現ٴび鑑賞の学

習において、生ెは自己内対࿩をしている。その自己内対࿩も

含めて生ెの学習状گを見取り、リーダーシップをとりつつも

生ెの「考え方や関わり方の成長を見るように」学びのプロセ

スをଅ進・支援するのが美術科教һである。よって、美術科に

おいては、ೋつ目の原ଇ「ファシリテーターはコンテンπを相

手に委ねてプロセスを舵取りすること」にଇって行われている。

　美術科の授ۀにおいては、生ెが個人で表現ٴび鑑賞を行う

場合と、グループでの共同制作や鑑賞を行う場合とがある。特

に鑑賞においては、作品や作Ո、美術࢙、生活の中にある美術

のಇきやจ化Ҩ࢈等、情報としての知識を教師が教授するだけ

ではなく、生ెがओ体的に造形的な見方・考え方をಇかせる学

習が重視されている。

　生ె同士が互いの作品を鑑賞するとともに、様々な作品やจ

化ࡒ等を生ె同士で共に鑑賞して࿩し合うといった学習活動も

行う。中学ߍ学習ࢦಋ要領においても、鑑賞は「思考力・判断

力・表現力等」の資質・能力を育成する学習内༰として位置付

けられており、「ݴ語活動のॆ実」も表現ٴび鑑賞の学習にお

いて重視されている。

　特に鑑賞の学習活動については、ファシリテーターが鑑賞活

動を支援・進行する鑑賞法がある。ॾ説あるが、1980 年代に

ニューϤーク近代美術ؗ（MoMA）で生まれた鑑賞法を源ྲྀ

の一つとして、学芸һや美術科教һがファシリテーターとなっ

て生ెの鑑賞活動を支援・進行する「VTS（Visual Thinking 

S
（43）

trategies）」、「対࿩型鑑
（44）

賞」、「対࿩による美術鑑
（45）

賞」などの

教育実ફ・研究が੝んに行われてきている。広く対࿩型鑑賞と

呼ばれるこの鑑賞法について、本稿では動向の例として֓要の

み記すこととするが、このような鑑賞教育の動向も踏まえると、

三つ目の原ଇ「人と人の相互作用を最大限に活用すること」に

ଇしたファシリテーターの໾ׂも教科の性֨上、美術科教һは

必વ的に୲っている。

　ここまで、ງの示すファシリテーションの三つの原ଇをʪフ

ァシリテーターの三原ଇʫと捉え、中学ߍ美術科における学習

目標ٴび内༰を踏まえて考࡯した。結果として、美術科の性֨

上、美術科教һはファシリテーターとしての໾ׂを必વ的に୲

う立場であることが明らかになった。

　では、意識せずとも美術科教һはファシリテーターとなり得

るのかといえば、そうではないだろう。学習ࢦಋ要領に記され

る「ओ体的・対࿩的で深い学び」とは、もとはアクティブ・ラ

ーニングがݴい׵えられたݴ༿である。アクティブ・ラーニン

グについて、大ڮは「実際にֆを描いたり、ものをつくり出す

活動が中৺の美術教育の学習はアクティブ・ラーニングそのも

のではないか、と୹བྷ的にとらえてしまうのはݥةであ
（46）

る」と

し、「ࣇಐや生ెの活動が、ਅにओ体的なものとなっているの
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そこで第 2 ষでは多摩美術大学の教৬՝ఔཤम者の実態につい

て৮れ、第 2 ষの内༰を踏まえた上で第 3 ষにて検討する。

2．ඒज़学部にお͚るڭ৬՝ఔཤमऀのঢ়گͱ՝୊

2��1ɹڭ৬һ໔ڐঢ়औಘऀ਺ͱڭ৬内ఆऀ਺

　ච者の在৬する多摩美術大学の美術学部における教৬՝ఔཤ

म者（以下ཤम者と記す）を対৅とし、۠切りとして直近 5 年

間（2018 年度から 2022 年度）の教৬һ໔ڐ状取得者数と໔ڐ

状の種類、教৬内定者数を表❶に記した。表❶の໔ڐ状取得者

数を学科別に記したのが表 2 の❶から❾である。

　表❶をみると、学部ଔۀ時（科目等ཤम者は教৬՝ఔ科目全

୯位取得時）における教৬内定者はຖ年度 10 人以下である。

教৬内定率は高くとも 2020 年度の 12ˋ であり、໔ڐ状取得者

数に比べると教৬の内定者は極めて少ない。

　表❷のᶃからᶋで、学科等別の໔ڐ状取得者数を比べると、

ᶃ美術学部ֆ画学科（日本画ઐ߈・༉画ઐ߈・版画ઐ߈）の教

৬һ໔ڐ状取得者が最も多いと確認できる。年度によって異な

るが、ᶃの学科に次いで多いのはᶄூࠁ学科ᶅ工芸学科、ᶊ芸

術学科である。ᶆからᶉの各デザイン学科の教৬һ໔ڐ状取得

者数はຖ年 10 人にຬたない。ᶋの科目等ཤम生も年度によっ

て異なるが、学部ଔۀ後も教৬՝ఔをཤमする者が直近 5 年以

内では 6 名以下のൣғでଘ在しているとわかる。

　表❶の教৬内定者は、表❸ᶃからᶊのとおりߍ種と採用۠分

が異なる。小学ߍ、特別支援学ߍは少数であり、全ての学科に

共通して中学ߍ・高等学ߍの内定者の方が多い。中学ߍ・高等

学ߍの内定者については、ߍ種や採用۠分に特定の傾向は見ら

れず、年度によって異なる。直近 5 年間でਖ਼規採用された者は

全学科合わせて 23 名、非ਖ਼規採用された者は 15 名である。ਖ਼

規採用者の方が非ਖ਼規採用者より多い一方で、非ਖ਼規採用者の

15 名のうちࢲ立学ߍは 6 名であり、ࢲ立学ߍは非ਖ਼規採用が

約三分の一のׂ合を઎めているとわかる。

　美術科教һを非常ߨۈ師として採用する学ߍは少なくない。

ཤम者の中では美術作Ո等の活動と美術科教һとの両立をر๬

する者もいることから、非常ߨۈ師等の非ਖ਼規採用を自ら๬ん

だ者も含まれるとਪ࡯される。いずれにしても表 1 から表 3 か

らは、ཤम者が教৬内定にࢸるまでのܦҢや特定の傾向は見出

せない。ただし、全年度通して、学科の別に関わらず「໔ڐ状

取得者数に対する教৬内定者数は極めて少ない」事実は明らか

である。直近 5 年間に限っても、合ܭ 447 名の教৬һ໔ڐ状取

得者がଘ在し、教৬内定者は合ܭ 38 名である。直近 5 年間で

「教৬にबいてはいないが教৬һ໔ڐ状を保持した者」が 409

名ଔۀしたࢉܭになる。

　美術大美術学部は一般的に、一般教ཆとともに各ઐ໳学科で

の学मをするところにओ軸がある。教৬՝ఔは、美術学部のଔ

生ెのܦ験にدりఴい、発想をҾき出すݴ༿掛けや楽しいと思

える୊ࡐを示すことだ」とड़べ
（52）

る。

　「生ెがもつܦ験のҾき出し」や「意ཉ」もまた、生ెの内

側にある。ӊ୩は、ݴ༿掛けや୊ࡐ設定等によって「دりఴ

い」、「Ҿき出す」ようにして生ెの内側に関わっており、それ

が学習のଅ進・支援につながっている。

　ਆಸ川ݝ立横඿ਗ਼ྕ高等学ߍのز田は、「ࢲが授ۀを行う上

でؾを付けていることは『生ెが作りたいと思っているものを

作ってもらう』ことである」とし、「つくっているのはあくま

で生ెの作品であり、あくまで教師のॿݴは、生ెが『こうし

たい』と಄の中に思い描いているものに近づける手ॿけだと考

える」とड़べ
（53）

る。

田もまた、「つくりたいと思っているもの」、「಄の中に思ز　

い描いているもの」といった生ెの内側にある思いにدりఴい、

関わっている。その関わり方のなかで「手ॿけ」という࢟੎で

学びをଅ進・支援している。

　各教師の記ड़はあくまで各教師のจষの一部をҾ用したもの

であるが、学ߍ種の異なる教師であっても、教育実ફに基づい

てड़べられているݴ༿には、শࢍ、࿩し合い、模索、دりఴい、

手ॿけといった、ࣇಐ生ె個々の状گと場面に応じたʪ生ెと

の関わり方ʫが記されている。特に、各教師いずれの場合にお

いても、生ెの内側にある思いや考えなどに教師がدりఴい、

関わろうとしている。このようなʪ生ెとの関わり方ʫが、生

ెの学びをଅ進・支援する学習ࢦಋのओ軸にあるとݴってよい。

　第 1 ষで確認したように、ྩ࿨の教師にٻめられるファシリ

テーション能力とは、「子ڙのओ体的な学びを支援する൐૸者

としての能力」であった。生ె個々の可能性を最大限にҾき出

す「൐૸者」という観点から図画工作科、中学ߍ・高等学ߍ美

術科教һの記ड़を見ると、ʪ生ెの内側にدりఴい、関わるʫ

ような「൐૸者」としての࢟が特徴としてڍげられる。

　本稿は「美術科教һにٻめられるファシリテーション能力と

は何か」が初発の໰୊関৺であった。ここで、初発の໰୊関৺

に対する解としてʪ生ెの内側にدりఴい、関わるʫという意

味での美術科特有のʪ生ెとの関わり方ʫが、美術科教һにٻ

められるファシリテーション能力の一つであることが見出され

る。

　美術科の学習ࢦಋには知識・技能の具体的な఻ୡといった授

ಋ・支援するための能力が他にも必要でࢦを進行し、学びをۀ

ある。しかしながら、すべての能力について考࡯するにはࢴ෯

が限られる。本稿では、美術科教һにٻめられるファシリテー

ション能力の一つとしてʪ生ెとの関わり方ʫにண目し、その

基ૅ力のཆ成について検討したい。

　「はじめに」でड़べたように、本稿はච者が୲౰する教৬՝

ఔ科目の美術科教育法について、ファシリテーション能力のཆ

成を視野に入れた授ۀ構想につなげるための基ૅ研究である。



美術学部における美術科教һཆ成　原美133　ބ

。๬者がཤमするرに必要な୯位に付加する資֨՝ఔとしてۀ

౰વながら学部 4 年次で教育実習に行くཤम者は、教৬にबく

ことを前提とする。しかしながら教һཆ成学部ではないため、

ཤम者は入学時点で必ずしも教৬にबくことをر๬しているわ

けではない。美術学部におけるཤम者のཤम理由や、教৬ब৬

のࢤ๬度についてはௐࠪ中のため、具体的な実態については本

稿とは別で記すこととするが、ච者の論
（54）

จにおいても美術学部

には「ଔۀ後のब৬先についてのෆ҆感」や「Ո଒からのק

め」等の理由によるཤम者がଘ在している状گが確認されてい

る。このような状گを踏まえると、教৬һ໔ڐ状取得者数と、

教৬内定者数に大෯なࠩがあるのはෆ自વでない。

　学部ଔۀ後す͙に教৬にबくことをر๬しないཤम者がଘ在

する状گは、美術学部において必ずしもѱい傾向にあるとݴえ

ない。2022 年 7 月 1 日より教һ໔ߋڐ新制は発展的な解ফが

なされ、教һෆ଍の໰୊を๊える現在の状گを鑑みると、ক来

教৬にबく可能性のある者を多くഐ出していくことに֐はない。

　また、美術学部のଔۀ生は、学ߍ教育に限らず、ワークショ

ップや作Ո活動、美術教室やその他あらΏる場所や場面で美術

教育にܞわる可能性がある。ক来的に美術を介して教育にܞわ

る可能性がある者として美術学部のཤम者を捉え、教師の資質

能力や実ફ的ࢦಋ力の基ૅをཆうところに美術学部における教

৬՝ఔの໾ׂがある。

　本અでは、直近 5 年間での教৬һ໔ڐ状取得者数と教৬内定

者数のデータを中৺に多摩美術大学におけるཤम者の状گ把握

を試みた。教৬内定者数がຖ年度極端に少ない事実を確認でき

たが、ཤम者全体の学म状گについては把握できていない。ཤ

म者全体の学म状گと現状にある՝୊を把握するために、次અ

では表❶と同じく直近 5 年間のཤम者が教育実習後に記したจ

ষをもとに確認する。

2��2ɹڭҭ࣮習ޙのൃදཁࢫにΈるཤमऀの՝୊

　多摩美術大学のཤम者は、教育実習後に教৬՝ఔ科目「教৬

実ફԋ習」をཤमする。「教৬実ફԋ習」では、՝୊の一つと

して教育実習でのܦ験や学びについて一人 5 分間ఔ度の発表を

行う。発表テーマは、教育実習に関する内༰であれば自由に設

定できる。この発表に向けてཤम者は A4 用ࢴ 1 枚ఔ度の発表

要ࢫを作成し提出する。

表❶　教৬һ໔ڐ状取得者数と໔ڐ状の種類に対する教৬内定者数と教৬内定率

ଔۀ・मྃ年度 取得者数 中学ߍ一種 高等学ߍ一種 教৬内定者数 教৬内定率（ˋ）
美術 美術 工芸 情報

2018 122 115 119 56 5 9 7.38
2019 93 91 93 47 0 6 6.45
2020 75 74 75 17 2 9 12.00
2021 73 66 73 7 0 4 5.48
2022 84 80 82 0 1 10 11.90

˞1　科目等ཤम生を含む。科目等ཤम生は、多摩美術大学ଔۀ生である。
˞2　科目等ཤम生の໔ڐ状取得者数は 2018 年度 5 名、2019 年度 0 名、2020 年度 4 名、

2021 年度 1 名、2022 年度 6 名で、いずれの年度も教৬内定者の記録は 0 名。
˞3　教৬内定率は教৬һ໔ڐ状取得者数のうちのׂ合を示しており、教৬ر๬者のうちの

内定率ではない。
˞4　教৬内定率は小数点第 3 位を࢛ࣺޒ入した。

表❷　教৬һ໔ڐ状取得者数と໔ڐ状の種類に対する教৬内定者数と教৬内定率
ᶃ美術学部ֆ画学科

学部ଔۀ年度 取得者数 中学一種 高ߍ一種 教৬内定者数 教৬内定率（ˋ）
美術 美術 工芸 情報

2018 57 54 57 25 ― 7 12.28
2019 50 49 50 26 ― 2 4.00
2020 38 38 38 11 ― 8 21.05
2021 44 40 44 0 ― 0 0
2022 34 31 34 ― ― 4 0.12

ᶄ美術学部ூࠁ学科

学部ଔۀ年度 取得者数 中学一種 高ߍ一種 教৬内定者数 教৬内定率（ˋ）
美術 美術 工芸 情報

2018 13 13 13 9 ― 1 7.69
2019 13 13 13 10 ― 0 0
2020 2 2 2 ― ― 0 0
2021 8 8 8 ― ― 0 0
2022 4 4 4 ― ― 0 0

ᶅ美術学部工芸学科

学部ଔۀ年度 取得者数 中学一種 高ߍ一種 教৬内定者数 教৬内定率（ˋ）
美術 美術 工芸 情報

2018 24 22 24 18 ― 1 4.17
2019 15 14 15 10 ― 1 6.67
2020 5 4 5 3 ― 0 0
2021 8 8 8 6 ― 0 0
2022 16 16 16 0 ― 2 12.50

ᶆ美術学部グラフィックデザイン学科

学部ଔۀ年度 取得者数 中学一種 高ߍ一種 教৬内定者数 教৬内定率（ˋ）
美術 美術 工芸 情報

2018 7 7 6 1 ― 0 0
2019 8 8 8 1 ― 3 37.50
2020 7 7 7 2 ― 0 0
2021 3 2 3 1 ― 1 33.33
2022 2 2 2 0 ― 0 0

ᶇ美術学部生࢈デザイン学科（プロダクトデザインઐ߈・テキスタイルデザインઐ߈）

学部ଔۀ年度 取得者数 中学一種 高ߍ一種 教৬内定者数 教৬内定率（ˋ）
美術 美術 工芸 情報

2018 2 2 2 2 ― 0 0
2019 0 0 0 0 ― 0 0
2020 1 1 1 0 ― 0 0
2021 0 0 0 0 ― 0 0
2022 3 3 3 0 ― 0 0

ᶈ美術学部環境デザイン学科

学部ଔۀ年度 取得者数 中学一種 高ߍ一種 教৬内定者数 教৬内定率（ˋ）
美術 美術 工芸 情報

2018 2 2 2 0 ― 0 0
2019 1 1 1 0 ― 0 0
2020 3 3 3 1 ― 1 33.33
2021 1 1 1 0 ― 0 0
2022 3 3 3 0 ― 0 0

ᶉ美術学部情報デザイン学科（メディア芸術コース・情報デザインコース）

学部ଔۀ年度 取得者数 中学一種 高ߍ一種 教৬内定者数 教৬内定率（ˋ）
美術 美術 工芸 情報

2018 6 5 5 ― 5 0 0
2019 1 1 1 ― 0 0 0
2020 5 5 5 ― 2 0 0
2021 3 1 3 ― 0 1 33.33
2022 6 5 5 ― 1 0 0

ᶊ芸術学科

学部ଔۀ年度 取得者数 中学一種 高ߍ一種 教৬内定者数 教৬内定率（ˋ）
美術 美術 工芸 情報

2018 6 6 6 ― ― 0 0
2019 5 5 5 ― ― 0 0
2020 10 10 10 ― ― 0 0
2021 5 5 5 ― ― 2 40.00
2022 10 10 10 ― ― 4 40.00

ᶋ科目等ཤम生

୯位取得年度 取得者数 中学一種 高ߍ一種 教৬内定者数 教৬内定率（ˋ）
美術 美術 工芸 情報

2018 5 4 4 1 ― 0 0
2019 0 0 0 0 ― 0 0
2020 4 4 4 ― ― 0 0
2021 1 1 1 ― ― 0 0
2022 6 6 5 ― ― 0 0

˞1　美術学部૯合デザイン学科、美術学部ԋܶ෣踏デザイン学科の学生は、教৬՝ఔのཤ
मෆ可のため除く。

˞2　教৬内定率は小数点第 3 位を࢛ࣺޒ入した。
˞3　「―」のՕ所は各学科等において取得がෆ可能な教৬һ໔ڐ状の種類を意味する。
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の୊ࡐ名や୊ࡐ内༰に関連する名শとしての記ड़ 2 名を除き、

その他全һ（45 名）が生ెとのコミュニケーションについて

記している。

　発表要ࢫによれば、ཤम者にとって生ెとのコミュニケーシ

ョンが発生している場面はᶃ教科ࢦಋ・研究授ۀの場面、ᶄ教

科ࢦಋや研究授ۀと学ڃ活動・学ߍ行事・部活動等全ての場面、

ᶅ学ڃ活動・学ߍ行事・部活動等の場面、ᶆ生ెのٳみ時間や

์՝後等の場面、これら大きく分けて࢛つである。

　2022 年度教育実習生の発表要ࢫにおいては、ᶃが 19 名、ᶄ

が 12 名、ᶅが 10 名、ᶆが 4 名であった（୊ࡐ名や୊ࡐ内༰に

関連する名শとしてコミュニケーションというݴ༿を記す 2 名

を除く）。教育実習ではᶃの教科ࢦಋや研究授ۀといった、学

習ࢦಋでの生ెとのコミュニケーションにண目しているཤम者

が最も多いとわかる。ᶄᶅᶆの場面での生ెとのコミュニケー

ションは、各場面で多少なりともஙかれた生ెとの人間関係や

信པ感、生ె理解が学習ࢦಋの場面で活かされている記ड़もあ

る。

　上記で取り上げた 2022 年度の教育実習生は、発表要ࢫで

「コミュニケーション」というݴ༿を記したཤम者が最も多い

学年である。この学年のཤम者は、学部 2、3 年次に新型コロ

ナ感છ঱拡大の影ڹを受け、オンデマンド（ԕִ）授ۀでの学

मを༨ّなくされた。大学生活の大部分で他者との対面ަྲྀを

制限され、介ޢ等体験も対面で実ࢪできず、学部 4 年次もマス

クண用での教育実習を༨ّなくされている。教育実習を通して

「コミュニケーション」に多くのཤम者がண目した理由には、

このような事情もഎܠにあるとਪ࡯される。

　ただし、他年度の発表要ࢫをḪってみても、テーマ設定が自

由な՝୊であるにもかかわらず、約 3 ׂから 4 ׂを超える学生

が「コミュニケーション」について記している。学ߍ現場でཤ

म者が直面する՝୊の一つとして、ここでも「コミュニケーシ

ョン」というʪ生ెとの関わり方ʫがあると捉えられる。

　また、2022 年度教育実習生の発表要ࢫのなかで「コミュニ

ケーション」という記ड़をしていないจষであっても、ʪ生ె

との関わり方ʫについての記ड़が多く見られる。例えば「生ె

を知るスキルが必要」、「生ెに対してはこちらから積極的にア

プローνをしていかなければならない」、「もっとྑくなるよう

にࢦಋしたいؾ持ちとࢲのࢦಋで生ెのੈ界観や考えを൱定し

てはならないというؾ持ちがࠞざり、積極的になれなかった」、

「積極的にަྲྀできた生ెとできなかった生ెのࠩが生まれて

しまった」、「生ెたちとަྲྀを重ねることで、個人の՝୊につ

いて知り、アドバイスをするとしても఻え方を変化させること

に౒めた」、「教師側がؾづいてフォローをし、全һが理解して

制作をできるようにしなければならない」、「࿩をฉかないこと

にはそれぞれの໰୊もなかなか理解することが難しく、ʠ生ె

が自分の࿩をするʡことのしやすい環境は必要」、「生ెとのަ

　多摩美術大学には、発表要ࢫを年度ຖにまとめた発表要ࢫ集

が残されている。本અでは表❷で示した直近 5 年間のଔۀ生に

よる発表要ࢫを確認する。

　発表要ࢫの内༰を၆ᛌしてみると、タイトルやจ中に「コミ

ュニケーション」というݴ༿を記しているཤम者が少なくない。

具体的には、2022 年度教育実習生では 91 名のうち 47 名と、

約൒数のཤम者が「コミュニケーション」というݴ༿を記して

いる。

　2021 年度教育実習生は 77 名のうち 30 名、2020 年度教育実

習生は 76 名のうち 29 名、2019 年度実習生は 97 名のうち 35

名、2018 年度実習生は 122 名のうち 55 名、さらにḪって 2017

度実習生は 95 名のうち 26 名が記している。

　発表要ࢫで記されている「コミュニケーション」は、ほぼ教

師（教育実習生としてのཤम者）と生ెとのコミュニケーショ

ンについて記されている。例えば 2022 年度実習生では、授ۀ

表❸　表❶における教৬内定者の内定ߍ種と採用۠分
ᶃ美術学部ֆ画学科（日本画ઐ߈・༉画ઐ߈・版画ઐ߈）　˞2021 年度は教৬内定者なしのためলུ。

ଔۀ
年度

教৬ब
৬者数

採用
۠分

小学ߍ 中学ߍ 高等学ߍ（美術）特別支援学ߍ 合ܭ
ࠃ ެ ࢲ ࠃ ެ ࢲ ࠃ ެ ࢲ ࠃ ެ ࢲ ࠃ ެ ࢲ

2018 7
ਖ਼ 2 1 3
他 1 3 4

2019 2
ਖ਼ 2 2
他

2020 8
ਖ਼ 2 5 2 5
他 1 1

2022 4
ਖ਼ 1 1
他 1 1 1 1 2

ᶄ美術学部ூࠁ学科　˞2019 年度から 2022 年度は৬ब৬者なしのためলུ。

ଔۀ
年度

教৬ब
৬者数

採用
۠分

小学ߍ 中学ߍ 高等学ߍ（美術）特別支援学ߍ 合ܭ
ࠃ ެ ࢲ ࠃ ެ ࢲ ࠃ ެ ࢲ ࠃ ެ ࢲ ࠃ ެ ࢲ

2018 1
ਖ਼ 1 1
他

ᶅ美術学部工芸学科　˞2020 年度、2021 年度は教৬ब৬者なしのためলུ。

ଔۀ
年度

教৬ब
৬者数

採用
۠分

小学ߍ 中学ߍ 高等学ߍ（美術）特別支援学ߍ 合ܭ
ࠃ ެ ࢲ ࠃ ެ ࢲ ࠃ ެ ࢲ ࠃ ެ ࢲ ࠃ ެ ࢲ

2018 1
ਖ਼
他 1 1

2019 1
ਖ਼ 1 1
他

2022 2
ਖ਼ 1 1
他 1 1

ᶆ美術学部グラフィックデザイン学科　˞2018 年度、2020 年度、2022 年度は教৬ब৬者なしのためলུ。

ଔۀ
年度

教৬ब
৬者数

採用
۠分

小学ߍ 中学ߍ 高等学ߍ（美術）特別支援学ߍ 合ܭ
ࠃ ެ ࢲ ࠃ ެ ࢲ ࠃ ެ ࢲ ࠃ ެ ࢲ ࠃ ެ ࢲ

2019 3
ਖ਼ 2 1 2 1
他

2021 1
ਖ਼
他 1 1

ᶈ美術学部環境デザイン学科　˞2018 年度、2019 年度、2021 年度、2022 年度は教৬ब৬者なしのためলུ。

ଔۀ
年度

教৬ब
৬者数

採用
۠分

小学ߍ 中学ߍ 高等学ߍ（美術）特別支援学ߍ 合ܭ
ࠃ ެ ࢲ ࠃ ެ ࢲ ࠃ ެ ࢲ ࠃ ެ ࢲ ࠃ ެ ࢲ

2020 1
ਖ਼
他 1 1

ᶉ美術学部情報デザイン学科（メディア芸術コース・情報デザインコース）
˞2018 年度から 2020 年度、2022 年度は教৬ब৬者なしのためলུ。

ଔۀ
年度

教৬ब
৬者数

採用
۠分

小学ߍ 中学ߍ 高等学ߍ（美術）特別支援学ߍ 合ܭ
ࠃ ެ ࢲ ࠃ ެ ࢲ ࠃ ެ ࢲ ࠃ ެ ࢲ ࠃ ެ ࢲ

2021 1
ਖ਼
他 1 1

ᶊ芸術学科　˞2018 年度から 2020 年度まで教৬ब৬者なしのためলུ。

ଔۀ
年度

教৬ब
৬者数

採用
۠分

小学ߍ 中学ߍ 高等学ߍ（美術）特別支援学ߍ 合ܭ
ࠃ ެ ࢲ ࠃ ެ ࢲ ࠃ ެ ࢲ ࠃ ެ ࢲ ࠃ ެ ࢲ

2021 2
ਖ਼ 1 1 2
他

2022 4
ਖ਼ 2 2
他 1 1 2

˞表 1 でᶇ美術学部生࢈デザイン学科（プロダクトデザインઐ߈・テキスタイルデザインઐ߈）、
ᶋ科目等ཤम生の教৬内定者なしのためলུ。
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るためにも、教৬՝ఔ科目においてはʪ生ెの内側と関わる

力ʫ、その前ஈ֊としてʪ相手の内側と関わる力ʫをཆ成する

必要がある。

　よって、教৬՝ఔ科目でཆ成し得るファシリテーション能力

の基ૅ力はʪ相手の内側と関わる力ʫであると定ٛづけられる。

本稿では、ʪ相手の内側と関わる力ʫがཆわれる授ۀ構想に向

けた検討を進めることとする。

　では、ʪ相手の内側と関わる力ʫについて、具体的にཆ成し

得る力とは何か。ງは、ファシリテーターにٻめられるスキル

として、「ᶃ場のデザインのスキル」、「ᶄ対人関係のスキル」、

「ᶅ構造化のスキル」、「ᶆ合意形成のスキル」、の࢛つをڍげ
（57）

る。

特にᶄは参加者の意見を「受け止め、Ҿき出
（58）

す」スキルであり、

ᶄについてງは、ファシリテーターがメッセージを受け止め、

発ݴ者を༐ؾづけ、৺のఈにある本౰の思いをҾき出す必要性

についてड़べてい
（59）

る。ʪ相手の内側と関わる力ʫは、ງが示す

࢛つの技術のうち、「ᶄ対人関係のスキル」が直઀関連してい

ると考えられる。そこで第 3 ষでは、「ᶄ対人関係のスキル」

をڌり所とし、教һཆ成ஈ֊でཆ成し得る基ૅ力について検討

する。

3．ϑΝシリςーションೳྗのૅجతͳ学मに͚޲たݕ౼

3��1ɹʪ૬खのޠりΛௌ͘ྗʫのཆ੒にͭいͯ

　「ᶄ対人関係のスキル」としてງは「ௌく力」、「応える力」、

「観る力」、「ਜく力」、の࢛つの力について説明してい
（60）

る。いず

れもファシリテーターとしてܽくことのできない力であるが、

教һཆ成ஈ֊でཆ成し得る基ૅ力という観点から「ௌく力」、

「応える力」にґڌし、そのཆ成について検討する。

　美術科の学習ࢦಋにおいて、生ెが直面している学習状گを

理解するためには、生ెの語りをௌく࢟੎が基本となる。一方

で、ච者が୲౰する美術科教育法の授ۀでは、ʪ相手の語りを

ௌく力ʫのෆ଍がཤम者の՝୊としてڍげられる。

　美術科教育法の授ۀでは、ཤम者が授ܭۀ画と学習ࢦಋ案の

作成を行った上で、模ٖ授ۀを行う。模ٖ授ۀ者以外のཤम者

は生ె໾として模ٖ授ۀを受ける。美術科教һとして模ٖ授ۀ

を行うཤम者（以下、模ٖ授ۀ者と記す）の多くは、自らが授

、ではۀでの模ٖ授گれない状׳。れていない׳をすることにۀ

生ె໾からの質໰や発ݴのਅ意をௌきとれない࢟が見受けられ

る。生ె໾から༧想していなかった発ݴをされると、その発ݴ

に対してे分に反応しきれない模ٖ授ۀ者の࢟もある。授ۀを

進行する上で模ٖ授ۀ者が生ె໾にݴってほしいݴ༿や解説な

どを先૸って発ݴする等して、事前にܭ画、作成した学習ࢦಋ

案通りの授ۀ進行を༏先する࢟も見受けられる。

　このような模ٖ授ۀ者の࢟からは、相手のݴ༿や఻えたい事

ฑを、相手の表情や態度も含めてʪ相手の語りをௌく力ʫがे

分にඋわっていないところにվળ点が見出される。美術科の学

ྲྀ方法」等である。

　このように美術科の学習ࢦಋにおいては、成ޭ・失ഊのܦ験

を含めて、生ెといかに関わるのがよいのかとཤम者は思考し、

試行ޡࡨしている様子が見て取れる。そしてʪ生ెとの関わり

方ʫについて、自らの՝୊を見出している࢟が発表要ࢫ全体を

通して多く見られる。教育実習生として試行ޡࡨしながらも、

生ె個々の可能性を最大限にҾき出す「൐૸者」であろうとし

ている࢟が見られるのである。

　本稿のキーワードである「ファシリテーション能力」や、

「ファシリテーション」「ファシリテーター」等は、過ڈの発表

要ࢫに一切記されていない。ただし、จ部科学ল中央教育৹ٞ

ձによる「資料 2　教師にٻめられる資質能力の再੔理」

（2021 年）で「資質能力の構造化の試案（イメージ）」として

「学習ࢦಋ等にओとして関するもの」が示される資料には、「˞

マネジメント、コミュニケーション（ファシリテーションの作

用を含む）、連ܞ協ಇなどが横断的な要ૉとしてଘ在してい
（55）

る」

の記ड़がある。

　コミュニケーション（communication）とは、「ᶃ社ձ生活

をӦむ人間の間で行う知覚・感情・思考の఻ୡ。ݴ語・記号そ

の他視覚・ௌ覚にૌえる各種のものをഔ介とする。ᶄ動物個体

間での、身ৼりや音੠・೏いなどによる情報の఻ୡ。ᶅࡉ๔間

の物質の఻ୡまたはҠ動。ࡉ๔間コミュニケーショ
（56）

ン」である。

美術科の学習ࢦಋにおいては、生ెと教師間で行う「知覚・感

情・思考」の఻ୡがコミュニケーションにあたる。このとき、

生ెと教師の「身ৼりや音੠」による情報の఻ୡに加えて、

「視覚・ௌ覚」に限らず৮覚にもૌえる美術作品や美術จ化を

ഔ介とする情報の఻ୡが、美術科の学習ࢦಋにおけるコミュニ

ケーションである。先ड़したจ部科学ল中央教育৹ٞձによる

「資料 2　教師にٻめられる資質能力の再੔理」（2021 年）では、

教師に必要となる資質能力のコミュニケーションに、ファシリ

テーションがׅހ書きで付け加えられている。この点から、教

師と生ెとの「఻ୡ」としてのコミュニケーションには「ଅ進

する・支援する」ファシリテーションの作用が含まれていると

確認できる。

　発表要ࢫで「コミュニケーション」の記ड़が多い点と、教育

実習生として試行ޡࡨしながらも、生ె個々の可能性を最大限

にҾき出す「൐૸者」であろうとしている࢟が見られることか

ら、ཤम者の多くがʪ生ెとの関わり方ʫを「コミュニケーシ

ョン」というݴ༿で広く捉えながら、教育実習を通して「生ె

個々の可能性を最大限にҾき出す൐૸者」である必要性にഭら

れているとݴえよう。実際に、学習ࢦಋにおいてʪ生ెとの関

わり方ʫが՝୊となる場面に直面している。

　第 1 ষ第 3 અでもड़べたように、美術科の学びは、生ె個々

の内側に関わるʪ生ెとの関わり方ʫ次第で、ଅ進・支援され

得る。3 ि間という限られた教育実習をより実りある学मにす
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という֓೦・৺得もあわせて、ファシリテーション能力の基ૅ

力としてʪ相手の語りをௌく力ʫを捉えたい。

　井ఉらは、対࿩の最も大切な本質のうちの一つ「《体験して

いるੈ界》を内側から感じる」において、「ひとりの人として」、

「じっくりௌく」、「そのままのݴ༿」、「開かれた質໰」、「ݴ༿

にする時間」「語り΁の応౴」等の۝つの「ことば」を記して

い
（66）

る。「ひとりの人として」とは、「ઐ໳性の֙を୤いで、دり

ఴう」࢟੎であ
（67）

る。井ఉらは「ઐ໳的な໾ׂ・立場から໰୊を

解ܾしようとすると、相手が受け身の࢟੎になり、ओ体的に自

分のことを語ることができなくなりま
（68）

す」とड़べる。

　「相手が受け身の࢟੎になり、ओ体的に自分のことを語るこ

とができなく」なるという事態は、美術科の授ۀでも起こり得

る。例えば、表現の授ۀで「ここは何色でృればいいです

かʁ」と生ెに質໰される場合がある。生ెが表現活動におい

てෆ҆や໎いのؾ持ちを๊いている場合や、美術科教һがʪਖ਼

解を知っている美術のઐ໳Ոʫのように生ెが捉えている場合

に、この事態が起こり得る。そこで美術科教һが「赤色」と応

え、生ెが赤色をృるとなった場合、生ె自身がどうしたいの

かといったओ体的な語りはなされず、受け身の学習になる。

　第 1 ষ第 3 અで参রした美術科教һらのݴ༿からもわかるよ

うに、生ెのओ体的な学習をଅ進・支援するためには、生ెの

内側にあるイメージや思い（自己内対࿩を含む）をௌく必要が

ある。また、第 1 ষ第 1 અでड़べたように、ファシリテーショ

ンには生ెが自らؾづきを得られるような学びのଅ進・支援の

性質がある。この性質をඋえたଅ進・支援をするためには、

ʪਖ਼解を知っている美術のઐ໳Ոʫという֙を୤ࣺ͗て、生ె

自らがؾづきを得られるようଅ進・支援する࢟੎が必要である。

౰વながら、生ెの૑造活動を具体的に進めるべき場面では美

術のઐ໳的知識と技能をもって具体的な知識や技法を教授する

が、教授する前にも「ひとりの人として」、生ెが「《体験して

いるੈ界》を内側から感じる」ことに積極的であろうとする࢟

੎が、美術科教һに必要な「積極的傾ௌ」の࢟੎であろう。

　次に「じっくりௌ
（69）

く」とは、自分の意見や判断を保ཹし、相

手の語りに意識を向け直すௌき方を意味する。「൐૸者」とし

て生ెにدりఴうとしても、生ెと教師はあくまで他者であり、

教師が生ె本人には成り代われない。生ెが「《体験している

ੈ界》を内側から感じる」には、生ెに有効なアドバイスをし

ようと先૸るのではなく、その「《体験しているੈ界》」をʪਅ

に知っているʫ生ెと向き合い「じっくりௌく」࢟੎が必要で

ある。

　ງは、傾ௌにおいて「相手がݴう通りに࿩を受け止め、しっ

かりと共感するこ
（70）

と」が大切であるとड़べる。「しっかり」と

いうݴ༿からは「ਅ面目に、ਅ݋に、礼ّਖ਼しく、一生໋ݒ

に」生ెに共感しなければならないようにも捉えられるが、美

術科の学習ࢦಋにおいては態度のみで「しっかりと共感する」

習ࢦಋでは、生ెの語りをௌき、受け止め、生ెが直面してい

る学習状گを確認、理解することでਅに適切なࢦಋと学びのଅ

進・支援が行える。そのため、ʪ相手の語りをௌく力ʫが教һ

ཆ成ஈ֊でཆ成すべき基ૅ力としてڍげられる。

　では、どのようにして相手の語りをௌく態度が適切であろう

か。結論として、୯に相手のݴ༿をฉくのではなく、相手の表

情や動作、態度も含めて積極的にௌく態度が適切であると考え

られる。

　ງによれば、「傾ௌ（積極的傾ௌ：アクティブ・リスニン

グ
（61）

）」が、࿩し合いの場のすべての基本であるという。「相手の

࿩に全ਆܦをフォーカス」し、「一所໋ݒに相手を理解しよう

と、相手の表情や動作にも஫意を෷う」、そして「相手の目を

見ながら、相手のݴ༿を଴つ」、これがਖ਼しい傾ௌであると

す
（62）

る。教৬՝ఔ科目においても、ཆ成すべきは「積極的傾ௌ」

の態度であろう。

　しかし、中学ߍの思य़期にあたる生ెに対して美術科教һが

「一所໋ݒ」な態度のみでは、生ెにとって൥わしく感じられ、

語ることをڋむ生ెもいるとਪ࡯される。第 1 ষ第 3 અでड़べ

たように、美術科教һは生ెの内側にある思いや考えなどに関

わっていく。生ెが直面している学習状گにدりఴおうとする

ならば、生ెのݴ༿や外側に見られる表情、動作、態度に加え

て、生ెの内側にある状گにもدりఴおうとする࢟੎も必要で

あろう。よって、「積極的傾ௌ」を行う上では、生ెが「《体験

しているੈ界》を内側から感じ
（63）

る」࢟੎をඋえることが、適切

なʪ相手の語りをௌく力ʫのཆ成につながると考えられる。

　「《体験しているੈ界》を内側から感じる」とは、井ఉと長井

の著書『対࿩のことば　オープンダイアローグに学ぶ໰୊解ফ

のための対࿩の৺得』（ؙળ出版、2018 年）で記されているݴ

༿である。オープンダイアローグとは、対࿩を重ねていくこと

によって໰୊自体を解ফするアプローνであり、ਫ਼ਆҩྍの現

場で採用されている対࿩の࣏ྍ法である。井ఉらは著書におい

て、オープンダイアローグを実ફ知・ܦ験ଇ・コπをݴ語化し

て共有する方法である「パターン・ランήージ」と組み合わせ、

オープンダイアローグでのઐ໳Ոたちによる໰୊解ফの対࿩の

知を取り入れやすいかたちでݴ語化している。

　井ఉらが著書で示す「ことば」は、「対࿩の実ફについて考

える時の֓೦」や「対࿩の方法・৺得について語るときの語

ኮ」あるいは「対࿩についての共通ݴ語」としても機能すると

ड़べ
（64）

る。また、オープンダイアローグはਫ਼ਆҩྍの現場にとど

まらず、より広く組৫、学ߍ、Ոఉ、身近な人間関係において

も活かされるとݴ
（65）

う。

　「《体験しているੈ界》を内側から感じる」という対࿩の֓

೦・৺得は、生ెの内側に関わるような美術科の学習ࢦಋに適

したʪ相手の語りをௌく力ʫのཆ成につながると考えられる。

よって、井ఉらの「《体験しているੈ界》を内側から感じる」
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っくりௌく」、「そのままのݴ༿」、「ݴ༿にする時間」の観点を

もとに互いのௌき方を検討し、ʪ相手の語りをௌく力ʫをཆう

学मが有効であると考えられる。

3��2ɹʪ૬खのޠりにԠ͑るྗʫのཆ੒にͭいͯ

　生ెの内側に関わるような美術科教һのʪ生ెとの関わり

方ʫにおいては、生ెの語りに対する応え方も学びのଅ進・支

援を行う上で重要なಇきかけとなる。ʪ相手の語りをௌく力ʫ

に加えて、ʪ相手の語りに応える力ʫのཆ成についても検討し

ておきたい。

　ງは、傾ௌとセットで使うファシリテーターの有効なリアク

ションとして、「ᶃ共感を示す相Ṁ（反応）」「ᶄ次の࿩をଅす

相Ṁ（質໰）」「ᶅ࿩を܁りฦす相Ṁ（෮এ）」「ᶆ࿩をまとめる

相Ṁ（要約）」の࢛つの相Ṁを紹介してい
（76）

る。また、「ᶃ目線：

アイコンタクトを取る、目を見開く、じっと見る」、「ᶄ動作：

うなずく、ट（಄）を傾ける、ܰくࢦさす、ほほসむ」、「ᶅ態

度：身を৐り出す、体を向ける、ڑ離をつめる、ৼりฦる」、

といった身体を使ったリアクションについても、その有効性を

示してい
（77）

る。この相Ṁと身体によるリアクションは、生ెの学

びをଅ進・支援する美術科教һの応え方として参考になる。

　ງの示す相Ṁのリアクションを、生ెの学びのଅ進・支援の

観点から見ると、ᶃは教師が生ెの語りを受け取ったことを示

す反応であり、同時に生ెが発ݴをしてよいと҆৺できる環境

づくりにつながっている。ᶄは生ెの語りを受けて、さらに生

ె自身の思考をଅし、展開、発展させていくಇきかけである。

ᶅは教師が生ెの語りを受け取ったことを示すとともに、生ె

の語りを確認し、生ెと教師間で共有するಇきかけである。ᶆ

は生ెの語りを確認するとともに、生ెの思いや考えなど内側

にある状گをより明確にするಇきかけである。身体によるリア

クションᶃᶄᶅもまた、生ెの語りを受け取ろうとしている、

あるいは受け取っていると明らかに示す反応であり、同時に生

ెが発ݴをしてよいと҆৺できる環境づくりにつながっている。

　生ెの内側にある思いや考えなどは、教師から目に見えてい

るものではない。そのため、語りに応えながら確認することで

生ెにਅにدりఴうことができると考えられる。また、生ెに

とっても、自分の内側にある思いや考えなどをݴ༿にして表現

するには、҆৺して語ってもよいと思える環境や、美術科教һ

との信པ関係が必要である。

　そして生ెの内側には、ݴ༿にならない思いや考えもある。

そのため、ງの示す相Ṁと身体によるリアクションは、生ెの

内側にある思いや考えなどにدりఴい、Ҿき出すといった美術

科教育の学習ࢦಋにおいて有効な手立てとなり得る。ʪ相手の

語りに応える力ʫのཆ成に向けて、美術科教育法では模ٖ授ۀ

者の相Ṁや身体のリアクションも検討事߲に取り入れるのが有

効であろう。

のではෆे分であろう。美術科教һが生ెの内側にدりఴい、

関わろうとするとき、井ఉらによる「そのままのݴ
（71）

༿」という

対࿩の֓೦を踏まえるのがより適切であると考えられる。

　「そのままのݴ༿」とは、࿩し手のݴ༿を使ってௌき手が࿩

すような対࿩を意味する。井ఉらは「相手が用いている表現に

は、その人なりの意味合いが込められ
（72）

て」いるとड़べる。

　人は自分の見方で物事を解ऍし、理解しているのが常である。

これを自覚し、美術科教һ自身の解ऍを加えて表面的な態度で

共感してみせるのではなく、「そのままのݴ༿」に含まれる

「その人なりの意味合い」を感じ取ろうとする࢟੎が重要であ

ろう。

　また、生ెとの対࿩では௜໧が起こる場面がある。美術科で

は、表現や鑑賞の活動において生ెの自己内対࿩が行われてお

り、ݴ༿として発していなくとも、生ెの内側では対࿩が起こ

っている場合がある。その௜໧の時間自体が、学びの過ఔでも

ある。

　௜໧の時間について、ງはそれなりの意味があると捉えてお

り、井ఉらは「ݴ༿にする時
（73）

間」という֓೦によって௜໧の時

間をՁ値付けている。井ఉらは「質໰が内লをଅす໰いかけで

あればあるほど、相手も考え、ݴ༿で表すための時間が必要と

な
（74）

る」とし、「相手が自分なりに考え、ݴ༿にするための間を

取り଴つよう
（75）

に」するとड़べる。

　先ड़したように、ච者が୲౰する授ۀでは、模ٖ授ۀ者が生

ెにݴってほしいݴ༿や解説などを先૸って発ݴする等の࢟が

ある。模ٖ授ۀ者にその理由をฉくと、「௜໧の時間に଱えら

れなかった」とৼりฦる者が多い。よって、学びにおける௜໧

の時間の必要性と意ٛを理解した上でのʪ相手の語りをௌく

力ʫのཆ成が必要であろう。

　ここまでʪ相手の語りをௌく力ʫについてງと井ఉらのݴ༿

にґڌし検討した。美術科の学習ࢦಋは、自分の見方・考え方

を基準として生ెのݴ༿をฉき出そうとするのではなく、生ె

が「《体験しているੈ界》を内側から感じる」ことに積極的に

なる࢟੎が要となる。美術科教育法の授ۀでは、この֓೦・৺

得の理解を定ணするとともに、「積極的傾ௌ」の観点から実ફ

を行うのが有効であろう。特に模ٖ授ۀにおいては、「ひとり

の人として」、「じっくりௌく」、「そのままのݴ༿」、「ݴ༿にす

る時間」の࢛つのキーワードを検討事߲とし、ৼりฦりの時間

で他のཤम者と共に模ٖ授ۀ者のௌき方について検討を行うこ

とが可能である。

　他にも、ච者が୲౰する授ۀ「美術科教育法ԋ習」では、ཤ

म者同士で教師໾、生ె໾、観࡯໾になり、互いのԖචデッサ

ンについて対࿩をするԋ習を行なっている。美術科においては

生ెの作品や成果物等、視覚的なഔ体もあわせて生ెの語りを

ௌくため、ݴ語とともに作品等を介して傾ௌする実ફも行う必

要がある。ԋ習の授ۀにおいても、「ひとりの人として」、「じ
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の語りに応える力ʫのཆ成は、生ెの語りに対する美術科教һ

のݴ動による効果と「語り΁の応౴」といった֓೦・৺得を理

解した上で、模ٖ授ۀで「しっかりと受け止めたことを示す」

動ができているか、「開かれた質໰」をどこですべきであるݴ

かなどを検討事߲に設定し、模ٖ授ۀの授ܭۀ画ஈ֊からཤम

者同士のৼりฦりでの検討に取り入れるのが有効である。

4．結࿦

　本稿は、美術学部教৬՝ఔにおける美術科教育法の授ۀ構想

につなげることを目的とし、美術科教һにٻめられるファシリ

テーション能力について考࡯する基ૅ研究である。จ部科学ল

中央教育৹ٞձの資料とファシリテーションのจݙ、先行研究

からެに示される教師のファシリテーション能力についてその

説明内༰と位置付け、ファシリテーションの領域と原ଇについ

て確認した。ྩ࿨ 3 年౴申以߱に示される教師のファシリテー

ション能力は、「子ڙ一人一人の学びをҾき出す」ために「集

ஂが持つ知的相互作用をଅ進する」ような「子ڙのओ体的な学

びを支援する൐૸者としての能力」である。

　上記の確認を踏まえた上で、美術科教һにٻめられるファシ

リテーション能力について考࡯した。中学ߍ学習ࢦಋ要領で定

められる美術科の学習ࢦಋ内༰を踏まえた上で、美術科教һは

ファシリテーターとしての໾ׂを必વ的に୲う立場であること

と、学ߍ現場の図画工作科、美術科教һのݴ༿からʪ生ెとの

関わり方ʫが美術科教һのファシリテーション能力の一つであ

ることが見出された。

　さらに多摩美術大学美術学部の教৬һ໔ڐ状取得者や教৬内

定者の状گ、学科別のཤम者状گ、ཤम者の学म状گと現状の

՝୊について把握を試みた。結果として、ཤम者が教育実習で

ʪ生ెとの関わり方ʫの能力の必要性に直面している状گが確

認できた。以上の内༰を踏まえて、本稿では教৬՝ఔ科目でཆ

成し得るファシリテーション能力の基ૅ力をʪ相手の内側と関

わる力ʫと定ٛづけ、美術学部教৬՝ఔ科目の授ۀ構想に向け

てʪ相手の語りをௌく力ʫとʪ相手の語りに応える力ʫのཆ成

について検討した。

　本稿の初発の໰୊関৺は、「美術科教һにٻめられるファシ

リテーションとは何か」であった。この໰いに対して、生ెの

内側にある思いや考えなどにدりఴい、関わるようなʪ生ెと

の関わり方ʫが美術科教һにٻめられるファシリテーション能

力の一つとして見出された。さらに美術学部の教৬՝ఔཤम者

の実態も踏まえて、ཆ成すべきファシリテーション能力の基ૅ

力をʪ相手の内側と関わる力ʫと定ٛづけ、ʪ相手の語りをௌ

く力ʫʪ相手の語りに応える力ʫのཆ成という観点から授ۀ内

༰の検討につなげたところに、本稿の成果がある。

　大学にٻめられる教৬՝ఔ科目の໾ׂは、「教৬に関する実

ફ力の基ૅや新たな教育՝୊に対応できる力を持った教һの

　また、ງによれば、この࢛つのリアクションのなかで、ファ

シリテーターに特徴的なのが「要約」であるが、「要約」はす

べての発ݴに対して行う必要はなく、「自信のない人、ਅ意を

ଌりかねる意見、あいまいな発ݴ、จ຤までݴい切っていない

意見などに対してするだけでे分」であるとす
（78）

る。そして「要

約」のൿ݃としては、発ݴ者の使ったݴ༿をൈき出すところに

あるとしながら、「ݴいたいことを見ൈいて、もっと適したݴ

༿にݴい׵えてあげる場合」もあるとい
（79）

う。

　グループで対࿩を行うファシリテーションの場合、発ݴ内༰

にয点を౰てて対࿩を進行する必要があり、また時間も限られ

ている場合はよりこの「要約」が必要になる。美術科の学習ࢦ

ಋで考えた場合、生ెがうまくݴ༿にまとめられないまま࿩す

場面が想定される。このような場面で、「こういうことがݴい

たいのかな」など生ెの発ݴを෮এしながらਅ意を確認し、

「要約」するಇきかけは、生ెのݴ༿にならない思いなどを共

に明らかにする効果がある。

　ただし、発ݴの「要約」は஫意が必要であろう。なͥなら、

「要約」は教師の視点で生ెの発ݴを捉えてしまう、あるいは

意図せずに生ెの発ݴ内༰をコントロールしてしまうڪれをሃ

んでいるためである。このような事態を避けるためには、井ఉ

らの著書で記される「語り΁の応
（80）

౴」が「要約」を含めʪ相手

の語りに応える力ʫを捉える上で参考になる。

　「語り΁の応౴」とは「しっかりと受け止めたことを示
（81）

す」

ことであり、ௌき手は感じたことや思ったことをฦし、または

「それはどういうときですかʁ」といった「開かれた質
（82）

໰」を

する。そうして応えるなかで、ฉき手΁の信པ感や҆৺感が生

じ、ঃ々に࿩し手の「《体験しているੈ界》がݴ༿になり、理

解できるようになってい
（83）

く」という。

　先ड़したように、生ెの内側には、ݴ༿にならない思いや考

えなどがある。その思いや考えなどにࢸる、生ెが意識してい

なかった過ڈのܦ験などもある。そのような思いや考え、ܦ験

などは、生ెと美術科教һとの対࿩によって見出され、生ె自

身がؾづき、Ҿき出される可能性がある。そうしてҾき出され

た生ెの内側にある思いや考えなどを基にして、表現や鑑賞の

学びを後ԡしできる可能性がある。

　一方で、生ెの内側に関わるಇきかけは、生ెの৺の内に立

ち入る行ҝでもあり、美術科教һのݴ動にはࡉやかな配ྀを要

する。そのため、「《体験しているੈ界》を内側から感じる」よ

うに生ెの語りをௌくとともに、受け止めたことを示しつつ、

҆৺感と信པ感をもって生ెの内側にある思いや考えなどを

ঃ々にҾき出し、学びの後ԡしをするようなʪ相手の語りに応

える力ʫが美術科教һには必要であろう。

　以上を踏まえて、教һཆ成՝ఔでは、先にड़べたʪ相手の語

りをௌく力ʫをཆう学मとともにʪ相手の語りに応える力ʫを

ཆう学मをあわせて行うのが適切であると考えられる。ʪ相手
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（35）　จ部科学ল『中学ߍ学習ࢦಋ要領（平成 29 年告示）解説　美術編』2017 年、

4 頁、https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_
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（84）

成」にある。本稿で検討したʪ相手の語りをௌく力ʫとʪ相

手の語りに応える力ʫは、୹期間で身につき、ଈڵ的に活かせ

る対࿩術や教育技術ではない。しかしながら、教һཆ成ஈ֊に

おいて美術科教育におけるʪ生ెとの関わり方ʫの֓೦や৺得

の学मは、「教৬に関する実ફ力の基ૅ」となり得る。֓೦や

৺得といった基ૅからஙき上げていく学मなくして、ਅに生ె

と関わり、൐૸し、「ओ体的に学び続ける教
（85）

師」にはなり得な

いであろう。

　本稿を通して、ʪ相手の内側と関わる力ʫを教৬՝ఔ科目で

ཆうファシリテーション能力の基ૅ力として位置付けられた。

そしてʪ相手の内側と関わる力ʫのཆ成に向けて、ʪ相手の語

りをௌくʫ、ʪ相手の語りに応えるʫ֓೦や学習ࢦಋでの৺得に

ついてཤम者の知識理解を図る授ۀ内༰のண想が得られた。同

時に、知識理解と模ٖ授ۀ等での継続的な実ફ・検ূとԟؐさ

せながら、ファシリテーション能力の基ૅ力をཆうことが有効

であるというண想も得られた。このண想を新たな出発点として、

ファシリテーション能力の基ૅがཆわれるよう、さらに具体的

な授ۀ構想と提案、実現を今後の՝୊とする。

おわりに

　本稿では、美術科教һにٻめられるファシリテーション能力

の一つとしてʪ生ెとの関わり方ʫが見出された。しかしなが

ら、美術科教һのファシリテーション能力については、さらに

明らかにすべき研究՝୊が山積している。美術科の学習ࢦಋは、

生ెの૑造活動を൐う。美術科の学習ࢦಋで生ె同士、生ెと

教師の知的相互関係をଅ進・支援する՝ఔでは、他教科とは異

なるʪ生ెとのʠ૑造的なʡ関わり方ʫがなされているとਪ࡯

されるが、本稿では考࡯がٴばなかった。

　また、美術科の学習ࢦಋでは、生ెの作品等に表されつつあ

る、あるいは表された生ెの思いや考えなども見取り、دりఴ

い、Ҿき出し、学びをଅ進・支援し得る美術科教һのཆ成が必

要である。この点についてはງがड़べる「観る力」「ਜく力」

が教৬՝ఔ科目でཆうべき基ૅ力に関係しているとਪ࡯される

が、本稿では考࡯がٴんでいない。あわせて今後の研究՝୊と

する。
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